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安全衛生計画の作成方法 

 

職員の安全と健康を確保するためには、安全衛生に関する法令を守るだけでなく、施設で自主的な安

全衛生活動を展開する必要があります。 

その安全衛生活動をより効果的に進めるために、「誰が」「何を」「どこまで行うのか」を決めた安全衛

生計画を立て、PDCAサイクル（P:計画－D:実施－C:評価－A:改善）を回して、安全衛生管理のレベル

アップを図りましょう。 

 

この資料では、PDCA サイクルを回すための安全衛生計画の実施項目の立て方を解説し、その例を示

しています。これを参考に施設で安全衛生水準を向上させましょう。 

 

 

●実施項目の立て方 ※添付・安全衛生計画を活用 

実施項目には「課題解決型」と「行事実行型」と言われるものの 2 種類あります。PDCA サイクル

という観点からは、「課題解決型」の項目が重要ですが、安全衛生活動を進める中では「行事実行型」の

項目も必要となります。以下の資料を参考に設定してみましょう。 

 

1．課題解決型 

 職場の問題点を洗い出し、“職場のリスク低減“などの「課題」を 1 年（あるいは 1 年以内の期間）

かけて解決を図るために設定する項目です。設定の手順は以下のとおりです。( )内は設定手順が PDCA

のどれに該当するかを示しています。 

 

① (P)前年度もしくはこれまでの災害、安全衛生上の問題点、職員からの要望を踏まえ「課題」を見

つけ、その課題をどのようにしたいのか安全衛生目標を定めます。安全衛生目標は、達成の度合

いが把握できるよう出来るだけ数値化してください。 

② (P)その目標を達成するために実施すべき事項を決定し、具体的に何を行うのか実施事項内容を決

定します。 

③ (P)それぞれの実施事項をいつ、誰が行うのかを設定します。出来るだけ次年度計画の作成時期ま

でに終了するようにしてください。 

④ (P)計画は衛生委員会（安全衛生委員会）で検討し、実施事項等について職員の意見を反映させた

ものとしてください。 

⑤ (D)毎月の衛生委員会（安全衛生委員会）で進捗確認を行います。進捗に遅れが生じている、目標

未達の可能性がある場合は、改善等を図ります。実施した事項は必要に応じて記録を作成し保存

してください。 

⑥ (C)実施事項の評価を行います。効果的だったのか、そうでなかったのか、反省点はないかなど振

り返りを行います。 

⑦ (A)評価に対する改善策を衛生委員会（安全衛生委員会）で検討し、次年度の計画に反映させます。 
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【課題解決型 実施例】（≪≫内の数字は上記設定手順の番号） 

・ある施設で昨年中に腰痛で休む事案が 3件発生した。 

→ 【目標設定】腰痛発生件数ゼロにする≪①≫ 

 

・目標達成のための実施すべき事項を以下のとおり決定する。≪②、③≫ 

 

2～3 月：腰痛を持っている職員がどの程度いるのか、またどの作業が腰に負担がかかっているの

か、アンケートなどを使用し現状を把握する。その際、身体的要因と心理社会的要因の

どちらの影響も把握すると良いでしょう。≪⑤≫ 

4～5 月：衛生管理者（衛生推進者等）が現状把握からリストアップされた作業のリスク見積りと

リスクレベルの決定をする。≪⑤≫ 

5～6月：衛生管理者（衛生推進者等）が 5管理に沿って対策を検討≪⑤≫ 

 

 ［5管理対策の例］ 

(ア) 作業環境管理：適切な温度や照度  

(イ) 作業管理：リフトやスライディングボードなどを使用した作業標準の作成 

(ウ) 健康管理：職場体操の導入 

(エ) 労働衛生教育：リーフレットの配布 

(オ) 総括管理：ヒヤリハットの収集 

 

6～11月：衛生管理者（衛生推進者等）が検討した対策の実施、残留リスクの対応≪⑤≫ 

 

11～12月：衛生管理者（衛生推進者等）が対策の評価を行う。≪⑥≫ 

施設長は腰痛発生件数が減少したかどうか確認。≪⑥≫ 

(ア) 目標を達成できた場合 ⇒ 次年度以降も継続≪⑦≫ 

(イ) 目標を達成できなかった場合 ⇒ 取組が不十分だったと思われる点について対策ごとに改

善を検討≪⑦≫ 

・リフトやスライディングボードなどの福祉器具の使用状況を見直す 

・職場体操の実施内容や実施タイミングを見直す 

・作業標準の施行状況を見直す 

・体調確認の実施要領（体調チェック表の導入） 

・就業形式の教育の導入 など 

上記を検討したうえで、次年度の対策に反映させ、引き続き件数ゼロを目指す。 

 

随時：災害発生状況を鑑み、職場のリストアップ、リスクレベル決定、対策の検討、対策の実施を行   

う。≪⑤≫ 
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2．行事実行型 

職場の課題や季節等を考慮して月毎に実施する「行事」を決めて実行します。年間を通して PDCAサ

イクルを回すというものではありませんが、季節に合ったテーマ（熱中症、インフルエンザ、花粉症）

や特にその月に啓発したいテーマを選定することで、効果的な安全衛生活動を行うことが可能です。 

 

“月毎のテーマ例“ 

１月 ・転倒予防 

２月 ・花粉症対策 

３月 ・切創予防 

４月 ・安全衛生に関する基礎知識（職場での労働災害が多いものの説明：転倒、腰痛等） 

５月 ・交通事故を含めた通勤災害の予防 

６月 ・熱中症予防・食中毒対策 

７月 ・ハラスメント対策 

８月 ・ヤケド予防 

９月 ・ストレスチェック／メンタルヘルス対策 

10月 ・腰痛（動作の反動・無理な動作）予防 

11月 ・インフルエンザ／感染症予防 

12月 ・今年の安全衛生に対する取組結果及び来年の安全衛生目標 

 

 

なお、行事実行型でも各テーマの中で PDCA サイクルを回すことは可能です。ここでは「安全衛

生に関する基礎知識の教育」をテーマに PDCA サイクルを回す例を紹介します。()内は設定手順が

PDCAのどれに該当するかを示しています。 

 

① (P)前年度もしくはこれまでの災害、安全衛生上の問題点、職員からの要望を踏まえ、教育を行う

「安全衛生に関する基礎知識」を定めます。 

② (P)教育の効果を測る手段（教育後のアンケート、テスト、感想文）を検討し、可能であれば、ど

の程度の効果まで望むか、その目標を定めてください。また、その目標は達成の度合いが把握で

きるよう出来るだけ数値化してください。 

③ (P)計画は衛生委員会（安全衛生委員会）で検討し、実施事項等について職員の意見を反映させた

ものとしてください。 

④ (D)該当する月に実施します。 

⑤ (C)②で決定した教育の効果を測る手段で、効果の有無を評価します。 

⑥ (A)評価に対する改善策を衛生委員会（安全衛生委員会）で検討し、次年度の計画に反映させます。 
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施設長 日付

【方針】

①

②

③

【目標】

①

②

③

【実施内容】

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

●リストアッ
プ完了

● ● ●

前年度の概要

○○年度　安全衛生計画 施設名 ○○○○○ □□　□□ ２０２５．３．３０

・労働災害の発生状況：休業災害○件、不休災害○件
・腰痛の発生件数が増加（2件→3件）

　　・
　　・
　　・

重点実施
事項

実施事項内容 実施目標 責任者
実施目標スケジュールと実績把握（上段：計画／下段：実績　　　○：実施を計画、●：実施済）

実績評価

リスクの見積りと取り組みリスクの
決定

全部門で実施
（全職場漏れなく）

衛生管理
者

リスク低減策の実施と評価 〃
衛生管理
者

リスク低減策の検討

腰痛発生件数の確認 - 施設長

対策の評価
実施した対策の効
果を全て確認

衛生管理
者

安全衛生教育
と職場自主活
動の実施

月次重点テーマ実施
教育の実施と
職場としての対応
事項実施

施設長

残留リスク対応
必要に応じて追加
対策を実施

衛生管理
者

施設のリス
ク低減

(腰痛災害
の摘出と
低減を目
的としたリ
スクアセス
メントの実
施)

腰痛の発生状況把握 - 施設長

挙げられたリスクにつ
いては全て対応

衛生管理
者

災害発生状況を鑑み適宜実施今年度（前年度）腰痛の発生状況の把握

5管理に基づく対策立案

衛生委員会（安全衛生委員会）の中で教育実施、職場で実践（別紙参照）

5管理に基づく対策の実施

※腰痛における5管理の

例は別紙参照

課題解決型の
実施例

行事実行型の
実施例
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労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS)とは 

 

労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）は、事業者が労働者の協力の下に、「計画（P：Plan）

－実施（D：Do）－評価（C：Check）－改善（A：Act）（PDCA）」という一連の過程を定めて、継

続的に行う自主的な安全衛生管理の活動を促進することにより、事業場における労働災害の潜在的な危

険性を低減するとともに、労働者の健康の増進及び快適な職場環境の形成の促進を図り、事業場におけ

る安全衛生水準の向上に資することを目的とした安全衛生管理の仕組みです。 

国内では厚生労働省が「労働安全衛生マネジメントシステムに関する指針」を公表、国際的には

「ISO45001」が発行されており、OSHMS の導入により労働災害が減少する、導入後は安全衛生水

準が向上するなどの効果があるシステムです。 

PDCA サイクルを回していくことで、安全衛生水準を高めていくことが期待できますが、更にこれを

昇華させて OSHMS の導入まで到達できれば、良好な職場関係のもとで良質なサービスを提供するこ

とにもつながりますので、ぜひ OSHMS を導入し、労働災害の防止のみならず、働く人すべてが健康

で安全な職場の形成を目指しましょう。 

 

●OSHMS の特徴 

①経営トップが安全衛生方針を表明することで、事業運営と一体となって運用できます。 

②労働者の意見を OSHMS に反映することで、組織的に取り組むことができます。 

③OSHMS には、計画（Plan）－実施（Do）－評価（Check）－改善（Act）が組み込まれており、

PDCA サイクルが回る仕組みとなっています。 

④明文化、記録化により、安全衛生活動を確実に実施し、ノウハウを継承できます。 

⑤危険性又は有害性の調査(リスクアセスメント）及びその結果に基づく措置の実施により、災害を起

こす前の予防的管理が可能になります。 

 

 

（事業者による）安全衛生方針の表明 ⑤

（事業者による）OSHMSの見直し ⑱

危険性又は有害性等の調査の実施 ⑩ Ｐ

安全衛生目標の設定 ⑪ Ｐ

緊急事態への対応⑭ Ｐ

体制の整備⑦

労働者の意見
の反映 ⑥

明文化 ⑧

記 録 ⑨

基本要素ＰＤＣＡサイクル

安全衛生計画の
作成 ⑫ Ｐ

安全衛生計画の実施等 ⑬ Ｄ

システム監査の実施⑰ Ｃ 改善⑰ Ａ

日常的な点検、改善等 ⑮ Ｃ、Ａ
労働災害発生原因の調査等 ⑯ Ｃ、Ａ

○数字：指針の条を示す

労働安全衛生マネジメントシステムに関する指針のフローチャート

実施事項の決定 ⑩ Ｐ

別紙2 
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●OSHMS 導入に向けて 

 OSHMS は基本的に従来の安全衛生活動から移行可能なシステムです。これまでの安全衛生活動の蓄

積などを考慮して、無理のないレベルからスタートし、PDCA サイクルを回す中で徐々に中身を充実さ

せていくことで、システムの構築を実現することができます。 

 

①事業者による導入宣言と方針の表明 

  初めて OSHMS を導入する事業場は、事業者がキックオフ宣言をし、事業場が一丸となって

OSHMS を推進する機運を高めましょう。 

 

②体制の整備、人材の養成 

 OSHMS を構築し、運用を推進する部署（担当者等）を決めます。また、システムの運用に必要な

各管理者（理事長、施設長、課長等）※、リスクアセスメント担当者、内部監査者など OSHMS の運

用に必要な担当者を決めるとともに、研修や OJT 等で人材も育成します。 

※OSHMS に基づき各事業所や現場で安全衛生活動等を推進していくうえで組織の管理体制と同様、

OSHMS についても課内の活動は課長が、施設の活動は施設長がというようにライン管理をしてい

く体制が求められている。 

 

③現状把握と構築 

  事業場が実施している安全衛生管理・活動に関する規程類、記録、実際の活動と厚生労働省 OSHMS

指針等で要求していることを比較します。指針等で要求していることに対して足りない事項を補い

OSHMS を構築していきます。 

 

④OSHMS の運用 

事業者が安全衛生方針を表明し、労使で話し合い安全衛生目標を作成します。目標を達成するため

の安全衛生計画をたて、具体的に運用します。目標の達成度や活動の効果はシステム監査で評価し、

必要があれば OSHMS の改善を行います。 

 

【参考】 

中災防ホームページ 

https://www.jisha.or.jp/info/field/oshms/about01.html 
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